
「生体電磁環境に関する研究戦略検討会」開催要綱 （案）

１ 目的 

近年、第５世代移動通信サービス（５Ｇ）や Internet of Things（IoT）、ワイヤレス電力伝送（WPT）など、

電波を利用した新たなサービスが登場しつつあり、今後の技術開発の進展によって更に社会・経済活

動を飛躍的に向上させるサービスが創出されることが期待されている。このように、国民生活において

電波の利用がより一層拡大するとともに、利用形態が多様化することが見込まれ、人体に対する電波

の安全性の確保がますます重要となる。 

こうした動向を踏まえ、過去 20 年間程度の生体電磁環境に関する研究動向等を分析の上、2040 年

頃までを見据えた、電波の安全性に関する中長期的な研究のあり方について検討を行うため、本検討

会を開催する。 

２ 名称 

本検討会は、「生体電磁環境に関する研究戦略検討会」と称する。 

３ 検討事項 

（１）生体電磁環境に関する研究動向等の分析

（２）生体電磁環境に関する研究の中長期的な戦略やロードマップのあり方

（３）その他

４ 構成及び運営 

（１）本検討会の構成員は、別紙のとおりとする。

（２）本検討会には、座長及び座長代理を置く。

（３）座長は、本検討会を招集し、運営する。また、座長代理は、座長を補佐し、座長不在のときは、座

長に代わって本検討会を招集し、運営する。

（４）座長は、必要に応じて、構成員以外の関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。

（５）その他、本検討会の運営に必要な事項は、座長が定めるところによる。

５ 議事・資料等の扱い 

（１）本検討会は、原則として公開とする。ただし、座長が必要と認める場合については、非公開とする。

（２）本検討会で使用した資料及び議事要旨は、原則として、総務省のウェブサイトに掲載し、公開する。

ただし、公開することにより、当事者若しくは第三者の利益を害するおそれがある場合又は座長が

必要と認める場合については、非公開とする。

６ スケジュール 

本検討会は、平成 30 年 1 月から開催する。 

７ その他 

本検討会の庶務は、総務省総合通信基盤局電波部電波環境課がこれを行うものとする。 
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